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(57)【要約】
【課題】カーボンブラック及びシリカを配合したゴム組成物において、転がり抵抗性及び
押出し成形性を悪化させることなく、耐摩耗性を向上するようにしたタイヤトレッド用ゴ
ム組成物を提供する。
【解決手段】ガラス転移温度が－２５℃以下である芳香族ビニル共役ジエン共重合体を１
０重量％以上含むジエン系ゴム１００重量部に対し、窒素吸着比表面積が１００～１４０
ｍ２／ｇであるカーボンブラックを５～５０重量部、ＣＴＡＢ吸着比表面積が８０～２５
０ｍ２／ｇであるシリカを３０～９０重量部配合し、かつ前記カーボンブラックとシリカ
との合計量を４０～１００重量部、茶抽出物を０．０１～５重量部、軟化剤を３～４０重
量部配合すると共に、硫黄含有シランカップリング剤を前記シリカ配合量の２～１５重量
％配合したことを特徴とする。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ガラス転移温度が－２５℃以下である芳香族ビニル共役ジエン共重合体を１０重量％以
上含むジエン系ゴム１００重量部に対し、窒素吸着比表面積が１００～１４０ｍ２／ｇで
あるカーボンブラックを５～５０重量部、ＣＴＡＢ吸着比表面積が８０～２５０ｍ２／ｇ
であるシリカを３０～９０重量部配合し、かつ前記カーボンブラックとシリカとの合計量
を４０～１００重量部、茶抽出物を０．０１～５重量部、軟化剤を３～４０重量部配合す
ると共に、硫黄含有シランカップリング剤を前記シリカ配合量の２～１５重量％配合した
タイヤトレッド用ゴム組成物。
【請求項２】
　前記茶抽出物が、（＋）－カテキン、（－）－エピカテキン、（＋）－ガロカテキン、
（－）－エピガロカテキン、（－）－エピカテキンガレート及び（－）－エピガロカテキ
ンガレートからなる群から選ばれる少なくとも１種である請求項１に記載のタイヤトレッ
ド用ゴム組成物。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載のタイヤトレッド用ゴム組成物を使用した空気入りタイヤ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、タイヤトレッド用ゴム組成物に関し、更に詳しくは、カーボンブラック及び
シリカを配合したゴム組成物において、転がり抵抗性及び押出し成形性を悪化させること
なく、耐摩耗性を向上するようにしたタイヤトレッド用ゴム組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、高性能タイプの乗用車用空気入りタイヤには、グリップ性能を高度に向上させる
ことが求められている。この対策としてトレッド用ゴム組成物に、ガラス転移温度が低く
柔らかいゴムが配合されている。しかし、このような柔らかいゴム組成物は、耐摩耗性が
低いという問題がある。
【０００３】
　従来、ゴム組成物の耐摩耗性を向上するためには、カーボンブラックとシリカとを共に
配合することが行なわれている。すなわち、小粒径のカーボンブラックを使用したり、カ
ーボンブラックの配合量を多くしたりすることにより、柔らかいゴムの耐摩耗性を向上す
ることができる。しかし、このようなゴム組成物は、ゴム粘度が増大すると共にカーボン
ブラックの混合性が悪化するため、押出し成形性及び転がり抵抗が悪化するという問題が
あった。同様に、シリカの配合量を多くした場合でも、ゴム粘度が増大し分散性が悪化す
る問題があった。特にシリカの分散性が悪いときには、耐摩耗性を改善する効果が得られ
ない。
【０００４】
　このシリカの分散性を改善するための対策として、シリカと共にシランカップリング剤
を配合することが知られている（例えば、特許文献１参照）。しかし、シリカの分散性を
一層向上させるためシランカップリング剤を増量すると早期加硫を起こすため、シリカ分
散を改善することには限界があった。
【０００５】
　また、シランカップリング剤を配合しても、カーボンブラック及びシリカを多量に配合
した場合には、ゴム組成物の粘度を低減する作用は得られないため押出し成形性を改善す
ることはできなかった。更に、カーボンブラックとシリカとを共に配合したゴム組成物は
、押出し成形時に押出し成形体がシュリンクしやすく形状安定性に劣るという問題がある
が、シランカップリング剤を配合してもこの問題は解決されない。したがって、転がり抵
抗性及び押出し成形性を悪化させることなく、柔らかいゴム組成物の耐摩耗性を向上する
ことは困難であった。
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【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開平７－４８４７６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明の目的は、カーボンブラック及びシリカを配合したゴム組成物において、転がり
抵抗性及び押出し成形性を悪化させることなく、耐摩耗性を向上するようにしたタイヤト
レッド用ゴム組成物を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成する本発明のタイヤトレッド用ゴム組成物は、ガラス転移温度が－２５
℃以下である芳香族ビニル共役ジエン共重合体を１０重量％以上含むジエン系ゴム１００
重量部に対し、窒素吸着比表面積が１００～１４０ｍ２／ｇであるカーボンブラックを５
～５０重量部、ＣＴＡＢ吸着比表面積が８０～２５０ｍ２／ｇであるシリカを３０～９０
重量部配合し、かつ前記カーボンブラックとシリカとの合計量を４０～１００重量部、茶
抽出物を０．０１～５重量部、軟化剤を３～４０重量部配合すると共に、硫黄含有シラン
カップリング剤を前記シリカ配合量の２～１５重量％配合したことを特徴とする。
【０００９】
　茶抽出物は、（＋）－カテキン、（－）－エピカテキン、（＋）－ガロカテキン、（－
）－エピガロカテキン、（－）－エピカテキンガレート及び（－）－エピガロカテキンガ
レートからなる群から選ばれる少なくとも１種であるとよい。また、硫黄含有シランカッ
プリング剤を前記シリカ配合量の２～１５重量％配合するとよい。
【００１０】
　このタイヤトレッド用ゴム組成物は、空気入りタイヤの構成材料として好適に使用可能
である。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明のタイヤトレッド用ゴム組成物によれば、ガラス転移温度が－２５℃以下である
芳香族ビニル共役ジエン共重合体を１０重量％以上含むジエン系ゴム１００重量部に対し
、窒素吸着比表面積が１００～１４０ｍ２／ｇであるカーボンブラックを５～５０重量部
、ＣＴＡＢ吸着比表面積が８０～２５０ｍ２／ｇであるシリカを３０～９０重量部配合し
、かつカーボンブラックとシリカとの合計量を４０～１００重量部、軟化剤を３～４０重
量部配合すると共に、硫黄含有シランカップリング剤をシリカ配合量の２～１５重量％配
合したことにより、カーボンブラックの配合量を制限しシリカの分散性を改善するので転
がり抵抗性を悪化させることなく、柔らかいゴム組成物の耐摩耗性を高くする。また、茶
抽出物０．０１～５重量部を共に配合したことにより、シリカの分散性を一層向上すると
共に、ゴム組成物の押出し成形時に押出し成形体がシュリンクするのを抑制するため、従
来レベル以上の押出し成形性を達成可能にし、かつゴム組成物の低転がり抵抗性及び耐摩
耗性を更に向上することができる。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　本発明のタイヤトレッド用ゴム組成物において、ゴム成分にはジエン系ゴムが使用され
る。ジエン系ゴムとしては、ガラス転移温度が－２５℃以下である芳香族ビニル共役ジエ
ン共重合体を必ず含むようにする。ガラス転移温度が－２５℃以下の芳香族ビニル共役ジ
エン共重合体を含むことにより、高性能タイヤのトレッドに要求されるグリップ性能を確
保する。芳香族ビニル共役ジエン共重合体としては、例えばスチレンブタジエンゴム（Ｓ
ＢＲ）を例示することができる。スチレンブタジエンゴムの種類としては、上述したガラ
ス転移温度を有するものであれば、溶液重合スチレンブタジエンゴム、乳化重合スチレン
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ブタジエンゴムのいずれでもよい。また、スチレンブタジエンゴムは油展品でもよいが、
油展ＳＢＲのガラス転移温度は、オイル成分を含まない状態におけるスチレンブタジエン
ゴムのガラス転移温度とする。
【００１３】
　芳香族ビニル共役ジエン共重合体のガラス転移温度は、－２５℃以下であり、好ましく
は－２５℃～－７０℃、より好ましくは－２５℃～－６５℃にするとよい。なお、芳香族
ビニル共役ジエン共重合体のガラス転移温度が低過ぎると、耐摩耗性能には優れるが、低
温領域、特に－１０℃付近のｔａｎδが下がりすぎてウェットグリップ性能が低下するた
め、タイヤトレッドとして耐摩耗性能とグリップ性能とを両立できない。本発明において
、ガラス転移温度は、示差走査熱量測定（ＤＳＣ）により２０℃／分の昇温速度条件によ
りサーモグラムを測定し、低温側のベースラインと転移域の傾き（傾斜直線）とのそれぞ
れの延長線の交点の温度とする。
【００１４】
　ジエン系ゴムにおけるガラス転移温度が－２５℃以下の芳香族ビニル共役ジエン共重合
体の配合量は１０重量％以上、好ましくは１５～１００重量％、より好ましくは２５～１
００重量％である。ガラス転移温度が－２５℃以下の芳香族ビニル共役ジエン共重合体の
配合量が１０重量％未満であると、グリップ性能を確保するのが困難になる。
【００１５】
　本発明において、ガラス転移温度が－２５℃以下の芳香族ビニル共役ジエン共重合体以
外のジエン系ゴムとしては、天然ゴム、イソプレンゴム、ブタジエンゴム、アクリロニト
リル－ブタジエンゴム、ブチルゴム、ガラス転移温度が－２５℃より高いスチレン－ブタ
ジエンゴム等が挙げられる。なかでも、ブタジエンゴム、天然ゴム、イソプレンゴムが好
ましい。これらジエン系ゴムは、単独又は任意のブレンドとして使用することができる。
【００１６】
　本発明において、カーボンブラックは、前述した柔らかいゴム組成物の耐摩耗性を向上
する。カーボンブラックの配合量は、ジエン系ゴム１００重量部に対し５～５０重量部、
好ましくは１０～３０重量部である。カーボンブラックの配合量が５重量部未満の場合に
は、耐摩耗性が不足すると共に、ゴム強度を十分に高くすることができない。また、カー
ボンブラックの配合量が５０重量部を超えると、ゴムに対する混合性が悪化し、転がり抵
抗及び押出し成形性が悪化する。
【００１７】
　本発明において好適に使用するカーボンブラックは、窒素吸着比表面積（Ｎ２ＳＡ）が
１００～１４０ｍ２／ｇ、好ましくは１００～１３０ｍ２／ｇである。カーボンブラック
の窒素吸着比表面積が１００ｍ２／ｇ未満の場合には、耐摩耗性及びゴム強度を十分に高
くすることができない。窒素吸着比表面積が１４０ｍ２／ｇを超えると転がり抵抗が悪化
すると共に、ゴム粘度が高くなり押出し成形性が悪化する。カーボンブラックの窒素吸着
比表面積（Ｎ２ＳＡ）は、ＪＩＳ　Ｋ６２１７－２に準拠して求めるものとする。
【００１８】
　本発明において、シリカは、ゴム組成物の耐摩耗性を向上すると共に、ヒステリシスロ
ス（ｔａｎδ）を小さくし、転がり抵抗を低減する。シリカの配合量は、ジエン系ゴム１
００重量部に対し３０～９０重量部、好ましくは４０～８０重量部である。シリカの配合
量が３０重量部未満では、ヒステリシスロス（ｔａｎδ）を小さくする効果が十分に得ら
れない。また、シリカ配合量が９０重量部を超えると、混合時間が長くなるなどの加工性
が悪化し好ましくない。
【００１９】
　本発明で使用するシリカは、ＣＴＡＢ吸着比表面積が好ましくは８０～２５０ｍ２／ｇ
、より好ましくは１００～２００ｍ２／ｇであるとよい。シリカのＣＴＡＢ吸着比表面積
が８０ｍ２／ｇ未満の場合には、破断強度が低下し、耐摩耗性能が悪化する。シリカのＣ
ＴＡＢ吸着比表面積が２５０ｍ２／ｇを超えるとゴム粘度が高くなり押出し成形性が悪化
する。シリカのＣＴＡＢ吸着比表面積は、ＡＳＴＭ－Ｄ３７６５－８０の規格に準拠して
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求めるものとする。
【００２０】
　カーボンブラックとシリカの合計量は、ジエン系ゴム１００重量部に対し４０～１００
重量部、好ましくは５０～９０重量部である。カーボンブラックとシリカの合計量が４０
重量部未満の場合には、耐摩耗性を十分に高くすることができない。また、カーボンブラ
ックとシリカの合計量が１００重量部を超えると、タイヤトレッド用ゴム組成物の粘度が
増大し押出し成形性が悪化する。
【００２１】
　本発明において、硫黄含有シランカップリング剤は、ジエン系ゴムに対するシリカの分
散性を向上する。シリカの分散性向上は、ゴム組成物の低転がり抵抗性及び耐摩耗性を向
上する。硫黄含有シランカップリング剤の配合量はシリカ配合量の２～１５重量％、好ま
しくは６～１０重量％にするとよい。硫黄含有シランカップリング剤がシリカ配合量の２
重量％未満の場合、シリカの分散が悪化し低転がり抵抗性と耐摩耗性とを両立することが
できない。硫黄含有シランカップリング剤が１５重量％を超える場合、ゴム組成物のスコ
ーチタイムが短くなりすぎて早期加硫を起こしやすくなる。
【００２２】
　硫黄含有シランカップリング剤としては、シリカ配合のゴム組成物に使用可能なもので
あればよく、例えばビス－（３－トリエトキシシリルプロピル）テトラサルファイド、ビ
ス（３－トリエトキシシリルプロピル）ジサルファイド、３－トリメトキシシリルプロピ
ルベンゾチアゾールテトラサルファイド、γ－メルカプトプロピルトリエトキシシラン、
３－オクタノイルチオプロピルトリエトキシシラン等を例示することができる。
【００２３】
　本発明において、茶抽出物は、シリカの分散性を一層向上する。シリカの分散性向上に
より低転がり抵抗性及び耐摩耗性を更に向上することができる。また、茶抽出物はゴム組
成物のヒステリシスロス（６０℃におけるｔａｎδ）を小さする作用を行なうので、低転
がり抵抗性を一層向上することができる。このため硫黄含有シランカップリング剤の配合
量を抑制することができるので、シランカップリング剤に起因するゴム組成物の早期加硫
を防止することができ成形加工性に優れる。更に、カーボンブラックとシリカとを共に配
合した場合でも、タイヤトレッド用ゴム組成物を押出し成形したときに、押出し成形体が
シュリンクするのを抑制することができる。したがって、カーボンブラック、シリカ及び
硫黄含有シランカップリング剤を配合したゴム組成物のレベル以上の押出し成形性を達成
可能にした。この理由は明らかではないが、茶抽出物はヒドロキシル基を多く含むためシ
リカ粒子に対する親和性が強いためと考えられる。
【００２４】
　茶抽出物の配合量は、ジエン系ゴム１００重量部に対し０．０１～５重量部、好ましく
は０．０３～３重量部である。茶抽出物の配合量が０．０１重量部未満であると、所期の
効果を得ることができない。また、茶抽出物の配合量が５重量部を超えると、却って充填
剤の分散性を悪化させるため、耐摩耗性が悪化する。
【００２５】
　本発明で使用する茶抽出物は、緑茶、烏龍茶、紅茶から選ばれる少なくとも１種からの
抽出物であり、これらの茶葉又は茶葉の粉砕物から、水若しくは熱水、有機溶剤を抽出剤
とし５～６０℃の抽出温度で抽出するとよい。有機溶剤としては例えばメタノール、エタ
ノール、イソプロパノール、酢酸エチル、グリセリンなどが例示される。これらの抽出剤
は単独で使用してもよいし、複数を組み合わせて使用してもよい。
【００２６】
　茶抽出物は、上記の抽出剤で抽出した画分を使用する。水若しくは熱水、有機溶剤で抽
出したときは、その抽出液を茶抽出物としてそのまま使用してもよいが、取扱い性の観点
からは、抽出液から噴霧乾燥や凍結乾燥等により水分を除去して粉末状にして使用すると
よい。
【００２７】
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　本発明で使用する茶抽出物は、茶由来のポリフェノール類を含む。このポリフェノール
類はフラボノイドを主成分とし、フラボノイドはフラボン、フラボノール、フラバノール
、フラボン配糖体などが例示される。また、複数のフラボノイドが結合することにより縮
合型タンニンが生成する。フラボノイドのうちフラバノールが、フラバン－３－オール骨
格を有するカテキン類である。
【００２８】
　本発明において、茶抽出物に含まれるポリフェノール類をカテキン及びカテキン以外の
茶ポリフェノール類に大別するものとする。カテキンとしては、例えば（＋）－カテキン
、（－）－エピカテキン、（＋）－ガロカテキン、（－）－エピガロカテキン、（－）－
エピカテキンガレート、（－）－エピガロカテキンガレート等が例示される。茶抽出物と
しては、上述の化合物からなる群から選ばれる少なくとも１種を含むものであればよい。
茶抽出物は、とりわけカテキンを含むことが好ましく、茶抽出物中のカテキンの含有量は
、好ましくは５重量％以上、より好ましくは５～９０重量％にするとよい。カテキンの含
有量が５重量％未満であると、所期の性能が十分に得られない。
【００２９】
　また、カテキン以外の茶ポリフェノール類としては、カテキン以外の茶由来のフラボノ
イド類及びフラボノイド類以外の茶ポリフェノール類であるものとする。これら茶ポリフ
ェノール類を含有することにより、カテキンだけを配合した場合よりもゴム中へのカテキ
ンの分散性を良好にする。このためカテキンの作用効果をより高くすると共に、茶ポリフ
ェノール類の作用効果との相乗効果が期待できる。
【００３０】
　本発明に使用する茶抽出物は、上述した茶抽出物をそのまま使用してもよいし、他の天
然化合物及び／又は界面活性剤を添加した混合物からなる添加剤として使用してもよい。
天然化合物としては、例えばトコフェロール、アスコルビン酸、茶由来のポリフェノール
を除いたポリフェノール、植物油、動物油等を例示することができる。界面活性剤として
は、例えばモノグリセリン脂肪酸エステル、ポリグリセリン脂肪酸エステル、ショ糖脂肪
酸エステル、ソルビタン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンソルビタン脂肪酸エステル
、プロピレングリコール脂肪酸エステル、ポリグリセリン縮合脂肪酸エステル等を例示す
ることができる。
【００３１】
　このような添加剤は市販されており、例えば太陽化学社製サンフェノンＤＫ（茶カテキ
ンを７４重量％含む茶由来ポリフェノールを９２重量％、ミネラル，灰分などを８量％含
む茶抽出物）、サンフラボンＨＧ（茶カテキンを７３重量％含む茶由来ポリフェノールを
８９重量％、ミネラル，灰分などを１１量％含む茶抽出物）、サンカトールＮｏ１（茶カ
テキンを７０重量％含む茶由来ポリフェノールを１０重量％含有し、これを界面活性剤で
処理したもの）等を例示することができる。
【００３２】
　本発明において、軟化剤は、前述したガラス転移温度が－２５℃以下の芳香族ビニル共
役ジエン共重合体を含むジエン系ゴムに基づくグリップ性能をより高いレベルに向上する
。軟化剤の配合量は、ジエン系ゴム１００重量部に対し３～４０重量部、好ましくは３～
３８重量部にする。軟化剤の配合量が３重量部未満であると、グリップ性能を確保するこ
とができない。また、軟化剤の配合量が４０重量部を超えると、耐摩耗性及び低転がり抵
抗性が悪化する。なお、軟化剤は、タイヤトレッド用ゴム組成物中に含まれるすべての軟
化剤であり、軟化剤の配合量とは、ジエン系ゴムが油展品であるときは油展された軟化剤
成分（プロセス油又は伸展油）とゴム組成物に配合された軟化剤との合計量をいうものと
する。
【００３３】
　軟化剤としては、石油系軟化剤や植物油系軟化剤が挙げられ、石油系軟化剤としては例
えばパラフィン系オイル、アロマ系オイル、ナフテン系オイルなどが例示される。なかで
も、アロマオイルが好ましい。
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【００３４】
　本発明のタイヤトレッド用ゴム組成物には、前述した以外の充填剤、加硫剤、加硫促進
剤、老化防止剤などのタイヤトレッド用ゴム組成物に一般的に使用される各種添加剤を配
合することができ、かかる添加剤は一般的な方法で混練してタイヤトレッド用ゴム組成物
とし、加硫又は架橋するのに使用することができる。カーボンブラック及びシリカ以外の
充填剤としては、例えば、シリカ、クレー、酸化チタン、タルク、炭酸カルシウム、水酸
化アルミニウム、マイカ等が例示される。これらの添加剤の配合量は本発明の目的に反し
ない限り、従来の一般的な配合量とすることができる。本発明のタイヤトレッド用ゴム組
成物は、公知のゴム用混練機械、例えば、バンバリーミキサー、ニーダー、ロール等を使
用して、上記各成分を混合することによって製造することができる。
【００３５】
　本発明のタイヤトレッド用ゴム組成物は、転がり抵抗性及び押出し成形性を悪化させる
ことなく、耐摩耗性を向上することができる。このタイヤトレッド用ゴム組成物は、レー
ス用タイヤとしてだけでなく、グリップ性能に優れたタイプの乗用車用タイヤにも好適に
使用することができる。これらの空気入りタイヤは、押出し成形性が優れるゴム組成物か
らなる形状安定性が向上した押出し成形体により構成されるため、品質安定性が優れると
共に、耐摩耗性と低転がり抵抗性とを一層高いレベルで兼備することができる。
【００３６】
　以下、実施例によって本発明を更に説明するが、本発明の範囲はこれらの実施例に限定
されるものではない。
【実施例】
【００３７】
　表１に示す配合からなる８種類のタイヤトレッド用ゴム組成物（実施例１～３、比較例
１～５）を、それぞれ硫黄及び加硫促進剤を除く配合成分を秤量し、１.８Ｌのバンバリ
ーミキサーで６分間混練し、温度１６０℃でマスターバッチを放出し室温冷却した。この
マスターバッチを１.８Ｌのバンバリーミキサーに供し、硫黄及び加硫促進剤を加え混合
し、タイヤトレッド用ゴム組成物を調製した。
【００３８】
　得られた８種類のタイヤトレッド用ゴム組成物（実施例１～３、比較例１～５）を用い
て下記の方法により押出し性を評価した。また、８種類のゴム組成物をそれぞれ所定形状
の金型中で、１５０℃、３０分間加硫して試験片を作製し、下記に示す方法により、耐摩
耗性及びｔａｎδを測定した。
【００３９】
　　　押出し性
　ＡＳＴＭ　Ｄ２２３０に準拠して、ガーベイダイ試験を行なった。チューバー温度１０
０℃、スクリュー回転数４０ｒｐｍの条件で、約４０ｃｍの長さの未加硫状態の成形体を
押出成形し２４時間静置した。押出し直後の長さ及び２４時間後の長さを測定し、長さの
比（２４時間後の長さ／押出し直後の長さ）を計算した。得られた結果は、比較例１の長
さの比を１００にする指数として表１に示した。この指数が大きいほど押出し成形体の寸
法変化（シュリンク）が小さく押出し性が優れていることを意味する。
【００４０】
　　　耐摩耗性
　得られた試験片を、ＪＩＳ　Ｋ６２６４に準拠して、ランボーン摩耗試験機（岩本製作
所社製）を使用して、荷重４９Ｎ、スリップ率２５％、時間４分、室温の条件で摩耗量を
測定した。得られた結果は、比較例１の摩耗量の逆数を１００とする指数として表１に示
した。この指数が大きいほど耐摩耗性が優れることを意味する。
【００４１】
　　　ｔａｎδ
　得られた試験片の温度６０℃におけるｔａｎδを、東洋精機製作所社製粘弾性スペクト
ロメーターを用いて、初期歪み１０％、振幅±２％、周波数２０Ｈｚの条件で測定した。
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得られた結果は、比較例１を１００とする指数として表１に示した。この指数が小さいほ
どヒステリシスロスが小さく低転がり抵抗性であることを意味する。
【００４２】
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【表１】

【００４３】
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　なお、表１において使用した原材料の種類を下記に示す。
ＳＢＲ１：乳化重合スチレンブタジエンゴム、ガラス転移温度－５２℃（日本ゼオン社製
ＮＩＰＯＬ　１７１２、ＳＢＲ１００重量部に対しアロマオイル３７．５重量部添加の油
展品）
ＳＢＲ２：乳化重合スチレンブタジエンゴム、ガラス転移温度－２０℃（日本ゼオン社製
ＮＩＰＯＬ　９５２９、ＳＢＲ１００重量部に対しアロマオイル５０重量部添加の油展品
）
ＢＲ：ブタジエンゴム、日本ゼオン社製ＮＩＰＯＬ　ＢＲ１２２０
カーボンブラック１：窒素吸着比表面積１２５ｍ２／ｇ（昭和キャボット社製Ｎ２３４）
カーボンブラック２：窒素吸着比表面積１４２ｍ２／ｇ（三菱化学社製ダイアブラックＡ
）
シリカ：ＣＴＡＢ吸着比表面積１６０ｍ２／ｇ、ローディア社製Ｚｅｏｓｉｌ　１１６５
ＭＰ
カップリング剤：シランカップリング剤、デグッサ社製Ｓｉ６９
茶抽出物１：茶カテキンを７０重量％含む茶由来ポリフェノールを１０重量％含有しこれ
を界面活性剤で処理したもの、太陽化学社製サンカトールＮｏ１
茶抽出物２：茶カテキンを７４重量％含む茶由来ポリフェノールを９２重量％、ミネラル
，灰分などを８量％含む茶抽出物、太陽化学社製サンフェノンＤＫ
アロマオイル：ジャパンエナジー社製プロセスＸ－１４０
酸化防止剤１：フレキシス社製ＳＡＮＴＯＦＬＥＸ　６ＰＰＤ
酸化防止剤２：フレキシス社製ＳＡＮＴＯＦＬＥＸ　３Ｃ
亜鉛華：正同化学工業社製酸化亜鉛３種
ステアリン酸：日油社製ビーズステアリン酸ＹＲ
加硫促進剤１：大内新興化学工業社製ノクセラーＤ－Ｇ
加硫促進剤２：大内新興化学工業社製ノクセラーＣＺ－Ｇ
硫黄：鶴見化学工業社製金華印油入微粉硫黄
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